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論文内容の要旨

憲 講師井上富雄

多くの側頭下顎障害 (TMD) 患者は，下顎の運動制限を伴ったり，特徴的な下顎頭運動経路を示すことがある。下

顎頭運動の評価については，従来よりエックス線映画法，コンビュータ化された axiography，顎関節造影法，エック

ス線透視， MRI 高速撮像法など，さまざまな手法が用いられてきた。しかし，これら手法は，概して操作が煩雑であ

り，下顎頭の真の動きを記録，分析することが困難である。また，多くの報告は片側の顎関節の動態のみを対象とし

ているが，両側の下顎頭は一つの単位として運動するため，同時に両側顎関節の動態を調べることが重要である。

本研究の目的は， MRI 検査結果によって顎内障と診断された患者を対象として， I両側同時ビデオ透視システム」を

用いて得られた患者の下顎頭の動態を記録，分析し，下顎頭運動と円板の状態を対比観察するとともに，両側下顎頭

運動の相互の影響を分析，検討することである。

【研究方法】

被験者は，臨床症状と MR 検査によって TMD と診断された患者の内，透視による動態検査に同意が得られた52名

(女性43名，男性 9 名)で，平均年齢は32.6歳 (16-61歳)であった。

MR 検査は0.5 T の撮像装置を用しh 直径10 cm の顎関節用 surface coi1 を用いた。 MR 画像上での円板の位置およ

び復位の有無に従って，各顎関節を円板転位のない関節 (SDP) ，復位性円板前方転位 (RDD) ，非復位性円板前方転

位 (NDD) の 3 つのグループに分類した。

下顎頭の運動は，当教室にて開発された「両側同時ビデオ透視システム」にて記録した。 FH 平面が水平になるよう，

頭部固定装置を用いて被験者を位置づけし，最大開閉口運動を 1 回，前突運動を 1 回，左右側方運動を各 1 回行わせ，

透視撮影を行った。両側顎関節の透視画像，被験者顔貌の動画像，および患者情報をデジタル分割装置にて 1 画面上

に 4 分割表示し，同期した状態でビデオテープに録画した。画像はコンビュータに取り込み，画像処理とデータ処理

後，下顎頭頂点、の運動軌跡を記録した。

52名の患者の両側下顎頭の運動を直接ビデオ画像にて観察，記録した。さらに，下顎頭のトレースが可能であった42



名の両側下顎頭について，運動範囲と運動ノfターンの分析を行った。統計にはT検定とど検定を用い， p<O.Ol を有

意差有りとした。

【結果】

(1)下顎頭運動範囲

最大開口時の SDP と RDD のグループの平均値は NDD のグループと比較し有意に大きい値を示した (p< 0.001) 。

最大前突運動と側方運動では， SDP, RDD と NDD の聞に有意差は認められなかった。このことから NDD の病態は

開口運動を抑制するが，前突・側方運動への影響が少ないことが示された。

(2)下顎頭運動パターン

矢状面内の下顎頭運動経路に基づいて， normal pattern と deflective pattern と short pa ttern の 3 つの下顎頭運動

パターンに分類した。 SDP グループでは42%が normal pattern を示し， NDD グループでは79%が deflective pattern 

を示し， NDD グループでは71%が short pattern を示した。これらグループ聞にそれぞれ有意差が認められた (p<

0.01) 。

(3)両側顎関節聞の影響

片側の関節の動態は反対側の関節の動態に影響を及ぼしたD とくに，運動範囲は反対側の NDD 関節に影響され，運

動パターンは反対側の RDD もしくは NDD の影響を受けた。円板転位のない関節でも，反対側の関節が異常な運動ノf

ターンを示すとき，その影響を受げる場合があることが明らかとなった。

【結論】

(1)下顎頭の運動範囲と運動ノfターンから， MR 検査によって確認された顎関節内障の病態と下顎頭運動との関連が明

らかとなった。

(2)下顎頭の運動異常の際，両側下顎頭運動に及ぼす相互の影響が明らかとなった。

以上より，両側下顎頭の動態観察の必要性が確認され，顎関節内障ないしは下顎頭運動異常における画像検査の簡

略化の可能性が示唆された。

論文審査の結果の要旨

本研究は「両側同時ビデオ透視システム」を用いて， TMD 患者の下顎頭の運動を記録，その動態を MRI 検査所見

と対比，解析し，特に両側下顎頭運動の関連性と相互の影響を検討したものである。

その結果，下顎頭の運動範囲と運動ノマターンから，顎関節内障と下顎頭運動との関連を示し，さらに，下顎頭の運

動異常の際，両側の下顎頭運動に及ぽす相互の影響を明かにした。

以上の結果は，顎関節内障ないしは下顎頭運動異常の診断に，動態観察が重要な情報を提供することを示し，臨床

的に顎関節異常の診断，経過の観察に際し検査の効率化をはかる上で有用な知見を加えるものであり，博士(歯学)

の学位請求に値するものと認める。




